
（仮称）福井市フットボールセンター整備事業福井県福井市

～福井市スポーツ公園サッカー場～

①競技場としての機能性低下（芝生の劣化により凸凹箇所多数）

②利用が土日祝日の日中のみ（平日及び夜間の利用が不可）
③維持管理に係るコストが高い（芝管理費550万円、使用料収入14万円）

・H27年12月 市サッカー協会からの要望書受理 ※約5,500名の署名付き

⇒第7次総合計画（H29~R3年度）で事業採択（R2年度完成予定）
・H30年8月 福井市財政再建計画で事業先送り
・R2年9月 新型コロナウイルス対策の財源確保のため予算全カット

①サッカー環境の改善（平日、夜間及び冬期間の利用可）

②宿泊を伴う大会や合宿での利用による市内経済の活性化（スポーツツーリズム）
③維持管理費の削減と使用料の改定による収支状況の改善

H28 基本計画
R1 測量業務
R3 基本設計・実施設計業務

指定管理に係るサウンディング型市場調査

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組

①天然芝グラウンドを人工芝グラウンドに改修（サッカーコート2面）
⇒毎日（冬期間含む）の利用が可能

②ナイター照明を設置
⇒夜間の利用が可能

③クラブハウスを設置
⇒大規模な大会の開催が可能

事業
内容



・利用者数20,000人増（30,000人→50,000人）

⇒周辺地域の交流人口の増加
⇒持続可能な施設への転換（収支改善）

得られる
成果等

・企業版ふるさと納税による寄付
・施設の有効利用（サッカー以外の利用）

に関するアドバイス
・ネーミングライツ導入に関する意見

企業に求めるもの

成果・目標

（仮称）福井市フットボールセンター整備事業福井県福井市

寄附を
する
メリット
等

福井市教育委員会事務局スポーツ課
副主幹 榎木 大夢（エノキヒロム）

TEL 0776-20-5355
E-mail sports@city.fukui.lg.jp

連絡先

・施設の案内看板に整備時の

寄付者として企業名を掲示
※補助事業者や他の寄付者も掲示予定
・その他企業様からのご提案に応じて検討

企業との連携イメージ

企業のイメージ・認知度向上
⇒将来の有望な人材の発掘

※サッカーの競技人口は日本のスポーツで随一
幼児からシニアまで、女子の利用も想定

企業のメリット


